
ハイブリッドセル

道路土工　擁壁工指針

第5章　コンクリート擁壁　　5-3　擁壁の安定性の照査

5-3-1　直接基礎の擁壁における擁壁自体の安定性の照査

（2） 根入れ深さ

　擁壁の直接基礎の根入れ深さDfは、原地盤面あるいは計画地盤面から擁壁底面ませの深さとし、原則として

50ｃｍ以上は確保するものとする。

（中略）　通常のブロック積擁壁においては、解図5-16（ｂ）に示すように積みブロック1個以上を土中に没する程度の

根入れ深さを確保すればよい。

(中略）解図5-16（ｄ）に示すように、擁壁の接して河床低下や洗掘のおそれがないコンクリート水路を設ける場合の

根入れ深さは、原則として水路底面より30ｃｍ以上確保するものとする。

　直接基礎の根入れ深さは、基礎地盤の支持力と密接な関係にあることを踏まえつつ、擁壁の規模や

支持層までの深さとの関係等から、経済性、施工性等の観点より不合理とならないように留意して決定する

必要がある。

ハイウォールは構造的には、重力式・もたれ擁壁に含まれるので、ブロック積擁壁に該当す

る。　従って、根入れ深さは50ｃｍ以上、又はブロック1個（セル高＝20ｃｍ）以上とする。

　側溝等が擁壁体から離れて計画されている場合は、指針で規定している”水路”には該当しない場合が多く、

経済性や施工性等からは、該当しないと考えても差し支えない。

　河川部では、当該河川・当該箇所の洗掘深を基準として根入れ深さを（関係者と協議して）決める。
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